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１．はじめに 

静止画像には重要な部分である興味領域と，そうで
ない部分の背景，に切り分けられることが多いと考え
られる．JPEG2000には ROIと呼ばれる画像を興味領域
と背景に切り分け，興味領域の品質を優先させる機能
を有する．また JPEG2000では画像符号化にウェーブレ
ット変換を用いている．本稿では，ウェーブレット係
数から自動的に ROIを抽出させ，ROI付きの JPEG2000
符号化データへの変換を行う手法について検討すると
ともに,実際に作成した ROI付き画像と ROI無し画像で
表示過程を比較した結果について提示する． 

２．提案方式 

入力画像から，JPEG2000 画像に変換する過程で，
ROI を自動的に抽出し，ROI 付きの JPEG2000 ビット
ストリームを生成する(図１)． 

 

図１ ROI付き JPEG2000ビットストリーム生成 
 

２．１ ROIの抽出手順 
ROIの自動抽出は，以下の手順で行う[1]（図２）．  

(a)ウェーブレット変換の多重解像度分解によって得ら
れた各サブバンドのウェーブレット係数 LxHy，HxLy，
HxHyにそれぞれに対して微分処理を行う． 

(b)得られた微分画像に対して輪郭追跡を行う．輪郭は
ヒストグラムにより自動的に決定される．  

(c)追跡された３つの領域を結合する． 
(d)(c)に対して，画像の隅から２方向，計８方向に走査
を行い，前景と背景とに切り分ける．  

(e)(d)に対してモーフォロジ処理を行って領域を調整し，
ROIを決定する． 

(f)原画像と(e)のROIを重ね合わせた結果である． 
 
 

 

図２ ROIの自動抽出手順 
 

２．２ ROI表現方法 
ROI の表現方法としては，MAXSHIFT 法はスケール
ベース法が挙げられるが[2][3]，本稿では任意領域を指
定可能にするため，MAXSHIFT 法で ROI の領域を指定
する． 
 
３．ROI付き JPEG2000符号化データ 
検討方式を評価する目的で，ROI 付き JPEG2000 画
像を作成した．用いた画像は解像度 480×480のグレー
スケールで、符号化レートを 0.5bpp とし、コードブロ
ックサイズ 32×32，1 タイルに設定する．ROI 領域は
２．１で述べた手法によって得られたイメージを利用

する．ファイルサイズは 140KB で，表示の際に
4.0kbps の帯域制限をかけている．図３に ROI 付き画
像の時間経過による表示過程を示す． 

(a)は全体サイズの 1/10， 
(b)は全体サイズの 1/4， 
(c)は全体サイズの 1/2， 
(d)は全体サイズの 3/4， 
が表示された状態を指す． 
ROI で指定された領域は，優先的に符号量が割り当て
られているので，(a)のときでも判別可能であることが
確認できる．ROI 領域を先に伝送することによって，
効率的な符号化データ伝送ができる． 
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図 3 ROI付き画像の表示過程 

４．評価実験 

ROI は興味領域であるから，客観的なデータを出す
のは難しい．そこで，10 人の被験者に本提案方式で選
択された ROI付き画像と ROI無し画像を交互に表示し
て比較する，主観評価実験を行った．  
 
４．１ テスト画像 
原画像を全部で 20 枚用意し，画像サイズは解像度

400×500 もしくは 500×400 のフルカラー画像で，フ
ァイルサイズを 586KB に統一してある．符号化レート
を 0.05bpp，コードブロックサイズを 8×8 にした
JPEG2000画像を，ROI付き・ROI無しそれぞれ 20枚
ずつ作成した．なお JPEG2000 に符号化する段階で画
像サイズが異なってくるが，概ね 300KB から 350KB
の間である． 
 
４．２ テスト方法 
１．20 枚の画像から ROI 付きの画像と ROI 無しの画
像を 10枚ずつランダムに選ぶ． 
２．被験者には「今からモニターに表示される画像に

何が写っているか認知できると思うところを言って

ください」という調査をする． 
３．モニターに１．で選んだ画像 20 枚を順番に表示さ
せる．デコーダにはKakadu[4]を用い，表示の際には  

 
4KByte/secの帯域制限をかけてある． 
４．30 分程間隔を空け，再度３で選ばなかった残りの

20枚について同じ実験を行う． 

４．３ 実験結果 
調査結果を図４に示す．ROI 付きの画像が ROI 無し
の画像よりも早い段階で認知できるという結果が得ら

れた． 

 
図４ ROI付き画像とROI無し画像の比較 

 

５．タイリング対応への課題 

タイリングは，画像を複数の矩形領域に分割し，そ

れぞれ独立に処理が行える JPEG2000の機能である． 
本研究ではタイリングへの対応を検討中である．図５

にタイル毎に ROI 自動抽出を行った結果と JPEG2000
符号化画像を示す（1/2 伝送済）．画像はタイル数４，
符号化レート 0.01bppで他は３．と同じ設定である． 

  
図５ タイリングを用いたROI 

 

５．まとめ 

ウェーブレット変換による多重解像度解析から係数

を求め，ROIの自動抽出を行う ROI付き JPEG2000画像
データの作成の手法及び評価実験について検討した．

今後は，タイルに適応した ROI の自動抽出方法につい
て改良・検討していく． 
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